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まえがき

本報告書は､｢大規模直下地震を対象とした短周期強震動予測法の開発｣に対して交付さ

れた科学研究費補助金(基盤研究(C)(2))の援助を受けて実施した研究の成果についてとり

まとめたものである｡本研究により開発された強震動予測モデルは･EMPR亀arthquake

妙tion旦redictionon旦pckSurface)と名付けた｡本研究で開発された強震動予測モデルの

コンビュ｢タコ㌻ドは､これまで岐阜県､名古屋市､広島県､広島瓢山口県等甲自治体

や地震被害想定や､重要建築物の耐震検討用地震動算定に用_いられるなどの実績がある｡

本掛ま､科学研究費補助金の研究成果報告書であるが､コンピュータコードEMPRの使

用解説書も兼ねるものである｡
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